
（別紙３）

～ ２０２５年　１月　２４日

（対象者数） 10 （回答者数） 9

～ ２０２５年　１月　２４日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・１対１でも対応できるように職員体制の充実を図っていき

たい。

2
・様々な交流の機会を提供できるように、利用児、保護者か

らの要望を汲み取りながら取り組んでいきたい。

3
・生活スキルアップを意識した個別活動に加え、将来の就労

を目指した作業訓練を充実させていきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
子どもたちの要望や職員間で意見を出し合い、活動の内容

を、工夫しながら計画していきたい。

2

・子どもたちの精神的な負担にならないような企画を考える

とともに、地域のイベントや地元企業様の力をお借りして、

子どもたちが普段の中で関わることがない世代の方々と活動

する機会を提供できるように取り組んでいきたい。

3

・個人の特性に沿ってペースを守り無理なく支援をしている。
・スタッフ間でのコミュニケーションの機会を充実させ、統一

した支援を心がけている。

○事業所名 放課後等デイサービス ぷらむ

○保護者評価実施期間
２０２５年　１月　１０日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
２０２５年　１月　１０日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
２０２５年　２月　１４日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

・放課後等デイサービスを２事業運営しているので、連携を図

りながら、利用児の交流の場を提供できる。

・利用児、保護者同士の交流の機会の提供として合同の企画を

実施している。（バーベキュー大会や蕎麦打ち体験など）ま

た、定期的に相互の施設を訪問しいている。

・法人内に就労継続支援事業所があり、見学などを通して様々

な人との交流や実際の作業を体験できる。

・学校の長期休暇などを利用して作業体験を行っている。

・実際の作業に役立てるように指先のトレーニングを意識した

プログラムを用意している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・施設を有効に活用できていない。
子どもたちが利用することを負担に感じてほしくなく、遊びや

活動内容の変化があまりない。

・地域との交流、地域の子どもと活動する機会が不足してい

る。

・参加できるイベント等が充実していない。また、地域の他の

子どもとの活動が精神的な負担になることも考慮している。

事業所における自己評価総括表公表


